
ぜひご覧ください！ 
 交流会のもようを愛知県
生涯学習課がYouTubeで配
信しています。QR コード
を読み取り，アクセスして
ご視聴ください。 
映像配信は１０ 
月３１日（日） 
までとなります。 
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 南稜中学校は豊橋市教育委員会より「ＥＳＤ～持続可能な開発のための教育～」についての研究を委

嘱され，令和元年度から学校生活のさまざまな場面で ESDの視点を取り入れた活動に取り組んでいます。 

 

愛知県ユネスコスクール交流会に代表生徒が参加しました。 

 １０月１６日（土）名古屋のウィルあいちで行われた「愛知県ユネス

コスクール交流会」に３年生の代表生徒３名が参加し，総合的な学習の

時間に取り組んできた梅田川の環境学習について発表しました。テーマ

は「梅田川を未来へつなぐ～持続可能な社会の実現にむけて～」です。

３人は「鉄炭団子による水質改善」「大崎小学校や地域と協力して実施し

た梅田川クリーン作戦」「ポスターや動画，すごろくによる情報発信」に

ついて，写真を交えたパワーポイントを自分たちで作成し，同じ愛知県

内のユネスコスクールである豊田東高等学校，愛知商業高等学校の生徒

にプレゼンしました。発表後のディスカッションでは，「今後，鉄炭団子

を梅田川に投入する予定はあるか。」という質問に対し，「現時点では安

全性を確認している段階なので，今後の活動にご期待ください。」と，堂々

と受け答えする姿も見られました。また，会場の様子をオンラインで見

てくださった三谷水産高等学校の先生から「本校でもマイクロプラスチ

ック問題について研究をしており，発表してくれた内容が大変興味深か

った。」とお褒めの言葉をいただきました。分科会後，ファシリテーター

を務めてくださった中部大学の古澤礼太准教授から，「ＳＤＧｓの１７の

ゴールを輪状に並べ，その中心に梅田川を置くことで，他にもさまざま

な問題に気づくことができる。人と人，人と環境，環境とお金など，さ

まざまなつながりを意識した教育活動を今後も続けてほしい。」と激励の

言葉をいただきました。南稜中学校のＥＳＤの取り組みを愛知県内に広

く発信することができました。 

【参加者のふり返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南稜中学校の ESDについてリーフレットを作成しました 

 令和元年度より始まった本校の「ＥＳＤ～持続可能な開発のための教育～」についての研究も本年度

で３年目を迎えました。大崎小学校の研究発表会に合わせ，研究の成果と今後の課題についてまとめた

リーフレットを作成しました。本日，このＥＳＤ通信と一緒に配付しましたので，保護者の皆様にも知

っていただけたらと思います。また，学校ＨＰにも随時情報をアップしていますので，合わせてご覧く

ださい。【南稜中のトップページのメニュー → 教育活動 → ＥＳＤ】 

 

南稜祭にぜひお越しください！ 

 １０月２９日（金）に南稜祭が実施されます。生徒の作品展示や有志発表など，さまざまな催し物が

計画されています。体育館棟１階オープンスペースでは，総合的な学習の時間の様子がわかる展示物や

実際に生徒が作成した鉄炭団子や水質パトロール隊報告書，ＳＤＧｓパーフェクトガイド，梅田川の大

切さを訴える動画などをご覧いただけます。１１時～１５時３０分ごろまでやっていますので，ぜひお

越しください。詳細はすでに配付済みの「南稜祭」参観のご案内をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 


